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がん免疫療法への取り組みについて

■ がん免疫療法とは

がん細胞を異物と認識して排除しようとする、人が本来持っている免疫反応を亢進させて、がんを治

療する方法を、がん免疫療法といいます。がんの標準治療である手術・放射線治療・化学療法（抗

がん剤）といった治療法に次ぐ「第4の治療法」として期待されています。

■ 抗PD-1抗体『オプジーボ®点滴静注』を世界に先駆け新発売

2014年9月、根治切除不能な悪性黒色腫の治療薬として、

「オプジーボ®点滴静注」を新発売しました。がんを攻撃するリン

パ球の働きを抑制するシステムには、PD-1というタンパク質が

関与しています。オプジーボはこのPD-1を標的とする治療薬と

して世界で初めて発売された薬剤であり、PD-1の働きを抑制することで、がん細胞を異物と認識して

これを排除する免疫反応を亢進させることにより、有効性が期待されています。

■ 開発にあたって ̶取締役　副社長執行役員／開発本部長　粟田 浩

がん免疫療法は世界的に注目されており、この分野における薬剤の開発競争が激化しています。当

社は世界に先駆けて抗PD-1抗体の開発に取り組み、がん免疫療法剤開発のトップランナーとして、

オプジーボの適応がん腫の拡大を中心に、がん免疫療法の開発に積極的に取り組んでいます。

本年7月には、米国ブリストル・マイヤーズ スクイブ（BMS）社との戦略

的提携契約を拡張しました。日本・韓国・台湾において、オプジーボを

中核として、BMS社が開発を進めてきた4つのがん免疫関連化合物に

ついて、両社で開発・商業化を進めていきます。この新たな提携により、

さまざまながん腫に対して、単剤療法だけでなく併用療法の開発を一層

促進することができます。

一日でも早くがん患者さんに新たな治療の選択肢を提供できるよう、オ

プジーボをはじめ革新的医薬品の開発に邁進します。

■ Meiji Seika ファルマ社との提携契約締結

2014年7月、末梢循環障害治療剤「オパルモン®錠」について、Meiji Seika ファルマ株式会社と、

タイおよびインドネシアにおける開発・販売に関する契約を締結しました。

Meiji Seika ファルマ社は本契約に基づき、腰部脊柱管狭窄症などの適応取得を目的として、日本

のデータを用いて承認申請の準備を進めていきます。タイやインドネシアにおいては、腰部脊柱管狭

窄症に対していまだ有効な治療薬がない一方で、日本と同様に高齢化が進んでおり、腰部脊柱管狭

窄症の患者さんも増加しています。今回の提携を通じて、一日も早くタイおよびインドネシアの患者

さんの治療に貢献できることを期待しています。

なお、当社は、タイおよびインドネシアにおいて、Meiji Seika ファルマ社と共同で本薬剤を販促する

権利を留保しています。

わたしたちは、企業理念と行動規範に基づいて6つの重点領域を

定め、さまざまなCSR活動に取り組んでいます。

本社、水無瀬研究所、城東工場では継続的に献血活動を行っており、

本年7月には、城東工場に対して大阪府知事から感謝状が授与されま

した。また、今年度から新たに、以下のような活動などを実施しています。

● 認知症をテーマとした中学生・高校生向けの出張授業
● 骨髄バンクドナーの社員向け説明会および登録会
● 「歯と口の健康週間」に、島本町内（水無瀬研究所所在地）の

小学校・幼稚園・保育所への歯磨きセット贈呈
● 東北の間伐材を利用したコースターを作製し、販促品として活用

CSR経営の指針や重点領域、詳しい活動内容については、当社のコーポレートサイトに
掲載している「CSR報告書2014」でご覧いただけます。 
http://www.ono.co.jp/jpnw/csr/kankyou.html 骨髄バンクドナー説明会・登録会の様子

認知症をテーマにした出張授業の様子
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